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実験的感染における細網内鍵系の機能について

第2報 梅毒感染家兎について

金沢大学医学部細菌学教室（主任 谷教授）

專面面伏木温和
       717‘必ゐ僻！， Fitslt ilei

       （昭和28年3月23日受附）

第1章緒

 一般伝染病の例に洩れす梅毒に．お干ても細網

内開系（以下R．E． S．と略す）が病毒の侵襲

に対し重要な意義を有するtとは古くより知ら

れるととろである．その機能と梅毒との関係に

ついては，諸種物質による封鎖，或いは脾臓別

出による該機能の排除が症状その他に及ぼす影

響についてはその報・告も少なくない．（Junge－

blut b， Frei 2），杉若3），岡部4），亀沢5）等）

 然るに翻って梅毒感染のR．E． S．に及ぼす

：影響についてはその報告意外に少なく，僅かに

Memmescheiner＆KI6vekorn 6》がSaxl－Donath

7）法により未治療第二期患者の多数に機能低下

を認めたるを始めとし，Nikolajew S）等がAdler

Reimann 9）法により梅毒i患者65人について臨床

実験の結果＝，駆梅療法中再三槍査するヒとによ

り予後を略e判定し得ると報告しているほか，

本邦では花圃10），岩下11）の動物実験の成績が報

告せられているに過ぎない．花圃は溶血素産

生，墨汁の眼虹彩血管槌色状況よ1）R．E．S．の

機能を測定し，進行期並びに極期に低下，治癒

期に至り正常に近似して來るといい，岩下は溶

言

血素，凝集素，沈降台下の抗体産生と「コンゴ

ー赤並びに「カルミン」の癬取能より，家兎梅

毒にむいては睾丸梅毒腫の消長と略e平行して

R．E． S．の機能は低下し，鴻二期に至り正常に

近づくと報告している．

 以上の先人の業績より按ずるに，梅毒におい

てもR．E． S．が障碍されその機能も低下を認

めるであろうことは想像せられるが未だ充分な

る結論を得るには至らない．家兎梅毒にお・bて

は人閥のそれに比し経過早く，発症，転移等も

比較的早期に起ることは既によく知られる所で

ある．著者はヒの点に鑑み急性期のR．E． S．

の変化をつぶさに観察せんと欲し，接種後15週

聞に亘りワッセルマン抗体の産生li犬況とAdler－

Reimann氏の「コンゴPt赤法によりR． E． S．

機能を測定し，t一一一一：方臨床所見を観察するIC從來

の如く覗診，触診によるほか，睾丸の腫脹を現

わすに長径（cm）x横径（cm）×厚さ（cm）を

以てし，前記諸槍査と併せ比較槍討した所，家

兎梅毒におけるR．E． S．機能の消長につき柳

か知見を得たので～ニヒに1報告する．

第2章 実験方法並びに材料

 1）使用家兎

 梅毒の感染性が最も高いといわれる12）21璽内外の雄

性自色在來種を予め一定食餌にて鯛育し，ワッセルマ

ン反応（以下ワ氏反応と略す）陰性で健康なることを

確かめて使用した，

 2）梅毒スピtiへ一塩」接種

 接種梅毒スピロヘータ」（以下梅毒ス」と略す）は，

米国Nortll Carolina大学Magnuson教授より分与

p 18 」
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せられた：Nichlos株の当教室にて5代継黙せるもの

を5頭（1～5号）に，当教室当惑のStamm 36の24

代継株せるものを10頭（6～15号）に，1覗野5～6

条の梅毒ス」を含む累丸組織の生理食塩水俘游液とし

て0・5cc宛両側亭亭実質内に接種した．

 3）「コンゴー赤法

 ac 1 YKI：i）と同檬の術式にて梅毒ス」接種前と接種後

1遇間目より毎週1回測定した．

 4）ワ氏反応

 ワ氏反応の術式はすべて柿下氏14）の法に從い，被橡

血清は毎週1回早朝室腹時に探血した．

 5）臨床病訴の観察

 毒週2回3臨床野饗の観察を行い，同時に睾丸の，

長径，横径，厚さを測定した．

                  第3章 実

 15頭の梅毒ス」接種家兎と3頭の対照家兎に

ついて「コン「f p．赤指数測定，y氏反応を毎週

1回，臨床症状を1週2回観察し『たが，各家兎

の成績は次の如くである．

1）第1号家兎（第1表参照）

 接種後21日目に両側察丸に小さな硬結を触れ次いで

験成 績

 左側睾丸に強い腫脹を認め，更に40日目に両側性睾丸

 炎を呈して來たが，10週間馬頃よむ病状消退し，第15

週に至り鼻骨隆起を認めた．7氏反応は14日目に既に

蜴陽憐を呈し最後まで陽性を続け，「コソゴー赤指数

は6～7週頃より高い値を示し，その後亭亭正常に近

 づいた．

第1表：第1号家兎実験三男

経  過

接種前

コ’

塔S＿i
    lワ氏反応

拠口数1
，，．o 1

臨 床    所    見

  累丸『颪脹1

】奢1：葦菱i：薮矧

そ の 他 所 見

蠣鶴5…［  左3・4x1・2 x 1・21
 右3・2×1・2x1・3 1

2 t， 1 60．3 1 4

3 it 1 53 ．0 4

奢1：1－蔓1：毅1：馴

奢§怒｝綴1創両購纐部硬ω

4〃
P S2・2 18懐鍛｝：1菱1：ll左鰍炎

5〃15… 1…蕊’ ?P：難：簸1：II縢塾）

6 t1 63・3164躇1駁差綴1：ll醐睾燐陰茎包皮醐
7 ク166・6 64陪1：1魏：幅：1 両側睾丸炎，陰茎包皮浮腫

8 it

9 tl
lo ’万

67・・い61奢纏1：珪礁”1両購歌
1ω・3・6発奮聚1濃1：引両徽燐左鞘膜額際（・）
1 so．e 1 i6 獣雛黛1：剥墨丸炎腿

11

12 t／

〃i 5i・3！・6⊥妻1二1菱§：9＄：li麟腿

153・2i・6奢1：琴萎1：1鷲1睾丸炎消退

・3〃15…｝・6屠塁黛｝：§美1：81両倶鰍盤萎蔽

・4〃；52・31・61套1：瓢：毒斐1：ま 両側累丸軽度萎縮硬

15〃 e5…い61韓：1：1：1’姜1引両側雛画面鼻骨鯖
備考＝ 1）コンゴPt赤指数は旧コソゴー赤指数を示す．
    2）ワ氏反応は陽性の最高稀釈倍数を示す．
    3）睾丸腫脹の数直は長径×横径×厚さを示す．
             （cm） （cm） Ccm）

［ 19 ］
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 2）第2平家蒐（第2表参照）

 接種後14日目に両側睾丸炎を認め，第7～8週より

累丸炎消退し，次いで署丸は漸次萎縮に陥り，その頃

より陰嚢硬結が現われ，15週に至の鼻骨隆起が認めら

れた．ワ氏反応は，接種後2週間にして陽性となり49

日半最高を示し，最終検査目になお陽性を呈した．

「コンゴ’赤指数は始め3週間は正常値，第5週頃よ

り張い上昇を示し最後まで機能低下の像を呈してい

た．

第；2表：第2号家兎実験成績

1経 過
1

コソゴー

赤指数
ワ氏反応

臨 床 所 見

睾丸腫脹／ そ の 他 所 見

踊訓繭1一薯1驚壬：認：引
囎蕎149・81 陪§：楼｝：手妻1：引

2 m 1 s3．3 1 16
        ，

3

  1
   53．3
  ロ ロ                                   

〃152・5116

隠妻二鮪駁｝：1陶颪華

墨1：鐙鼓子：斜里購燐陰嚢開
” i 56．0 1 32

r一“m一一
@1

  旨

4 碧1：癩澱1到舳睾燐陰嚢樋
5

，t 1 6tl．o （ 64

6 tt 1 63．o

碧言駁1鼓1創両鍵燐陰嚢浮腫
32 B妻：？美玉i9 nt：釦両購燐陰嚢耀

7 el sg・3 1

8∵i65・5132陰慧：数1：身歪｝：劉陰嚢硬結・陰嚢硬結

          32嘩飯蟻1：li左睾丸萎緬陰麟

6引墨§賢1驚1引率離塁退，陰秘結

g ei ss－3 1

・・〃16…132陪鍛9：1莱9：1［醐執魏陰藪結
・1 �陌關ﾐ套：9委♀燈ll引幽憤撒魏騰結
12〃1－5s・3冨 P32陰1澱｝：8 ｛． 6：1！両面灘酒陰嚢臨

13 ，， 1 sl．3 ・6屠重職1蔽｝：ll醐睾丸融融鵬
・4〃i 57・・1161都：1：1：IX：81両倶解熱騰結

・5〃 P5r・3i・6陵1：蹄二9X：11両倶鰍魏陰嚢臨鼻骨隆起

 3）第3暑家兎（第3表参照）

 接種後4週間目に両剛睾丸炎を認め強い「穆丸踵脹を

呈し10週頃より消退，…欠いで睾丸は萎縮に陥った．11

～12週より両眼は軽度の「パンヌス」陽性で角膜実質

炎を誌めた．ワ氏反応は3週二二陽転し，最後まで陽

性であった．「コンゴ’赤指数は1～2週は軽度の機

能充進の像を呈し睾丸炎の起ると同時に上昇し，以後

機能低下を示した．

経  過

赤指数

       第3表： 第3号家兎実験！成績

・州蛎憎一一一臨床所 見

睾 丸 腫 脹

囎訓5…i
そ の  他 所  見

1 一．．一．“J ．

一一一
墜瀦い6・3．1

一L奢瀬致弩」β一
一  上 il誓彗：箋．ζミ ｛：：舅 美 呈：8  1

［ 2e ］
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2
”一一撃≠刀h5 i…一：一 P2iE i3E2一×’”’1’Til：9rm’×liT3e’一］

3 〃「一gs・・18悪言：鼓1：綴｝：言1

4 〃153・318陪1：9菱1＝灘：81両倶鰍炎

5 t1 62・3」・6膳彗：9＄：認：91酬睾丸炎

6

7 11

，／ 1 sg．，

i 60．6

・6陪瑳綴塁：認創面隠語炎
・6 ы叶癈ﾜ矧両側睾丸炎

』＿∴！as・3⊥旦2陪1：8姜薮1糞｝：§」両颪炎

9〃1 66・6132陪塞巌｝：§賜呈1両倶鰍炎

・・〃 u6・・4132陪1綴1：lll：；1右倶鰍炎腿
11 tt

61．2 1 32

 12  m
I－M．一一一一一＋一一 一

 13 11

1 69．e j 32

     1扁・6132

ユ4〃16…巨61碧撒る：9菱lll l右供応魏藤麟炎一

1趨過鋸：8」醐饗鐸巳両眼角麟炎一一．一I

I離鍍ム1飾鑓上扇適切試歩藤江一」
陪塁：鍍乙綴δ：91欄睾丸萎緬両眼触実質炎

is e i s4．o 1 i6 碧塁綴み：k6：91右倶鰍萎縮両眼角膜類炎

 4）第4号家兎（第4表参照）

 睾丸炎の発現精e遅く5週聞後に陽性，接種後70日

目頃より陰嚢硬結現われ，更に90日目頃より鼻背の脱

毛を認めた・7氏反応は2週間後に弱陽性を呈し，最

後まで陽桃を続けた．「コソゴー赤指数は睾丸炎の発

現ぜる前後に機能低下を示し睾丸炎の消退と共に正常

に近い値を示すに至った．

第4表：第4号家兎実験成績

経  過

コンゴ」

    1ワ飯応

赤指数1

臨 床 所 見

               睾 丸 腫 脹

接騨15…1一齢：1萎癒一石引
そ  の 他 所 見

紅鶴155・・1

2

3

，t 1 so．o 1

，， 1 4g．s 1

一陪§：雪委1：叢1：葦一 P
一△…L砦葦：駁1；駁1：引

4「碧§：認：1『雲量1［

4 ，， 1 63．3 1 i6

t， 1 ss．s 1 64

1 左3・5×L3×1・4 i
 右3・4×1・3x1・2｛

5

6 tx ・ 60．o 1 i2s

［奢1：§漉鵬L畷丸露
悪撒一｝：1一：1：鉦剛1票丸炎一

一i

7 ，t ［ 55．5 32 ?P：8菱｝綴｝：剥両脚炎

8 tt 6…116陪1：呈ll：§M：量 両側睾丸炎

9 〃164・31・6陪1綴｝：1類：劉両倶駄炎

・・〃［54・7「・6躇1驚1：9：1：引累丸炎棚腿

［ 21 ］
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・1・ P訂「321奢彗i忌‘菱1：9菱｝：1擁硬結

1一一

13 ri

14 tt

15 lr

・2〃156・3116i幕翻：1歪｝：1陰嚢硬結
      53・3116陪彗：紹：Xl：ll陰嚢硬縞轍毛

1 s6．s 1 16

F s7．4 i i6 1

奢講「1至葦量薩塾総懸ピ＿一
膳§：9美1：1菱｛：ll陰嚢蟹1三鼻背二毛

”1

．1

 5）第5号家兎（第5表参照）

 接種後21日目にして両側睾丸炎を認め5～61置聞に

て浦退，漸次萎縮に陥り12～13週間目頃よら陰嚢硬結

を詔めた．ワ氏反応は接種後2週間で陽性，i欠いで4

～5週に強陽性を呈し最終樵引目まで陽性を示した．

「コン＝“ 一興指数は第5～6週より機能低下を示した・

第5表：第5号家兎実験域績

     。ソゴ一一 1   臨  更｝…一罪……亮

経過 
IV氏反応…一一一一…一．一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一一一

     赤指数      畢 丸’腫 脹     そ の 他  所 見

1接種劇5…
「準瀦丁一9i，’「1・6’一一

2 rz 1 53．3

3 ir i 49．8

4 t1 i se．o

1－
ny

�獅?一

1 4

1 8

1 64

籍§＝讐姜1：鼓1：引

ド皿�X甑｝覆『錦一「…一一”

奢彗：畿1：象｝：釦

，砦珪：il ：1：1姜ll劉両側睾丸炎一

陽珪：§菱1：認：別両田丸炎

nt．一 1

一一一一一
P

5
，r 1 ss．3

64

1 ．． ．L

6 11

7 11

8

9 t1

10  u

1 ss．3 1 32 i

i so．o 1 32

〃1嵐ガ「τ「
’1冨ぢ15［

  陰1：9菱1鼓1烈両鰍炎
   奢§二毅1：毅｝：到

32陪§濃｝鮫1：劉右側騨・灘

11

奢瑳：8姜｝：§川明両側睾丸炎

奢1：8一藁｝駁1引両嗣子炎

tm”t

u弼「「6一諾器菱f：1受藷「融蝋厩一『

デ「塾μ屠四王鋭劉｝融轡型……串
 ユ2  〃

 13 rl

一∬『’ガー

 15 tt

61．0 1 16

 ss．3 1 8

1S6τi「％丁奢鴛姜8：額穿話「曲一

59・3い6i壽ぞ：1姿8：1：1：§，

陰室奮δ駁1：1圃鰍萎繍陰嚢灘
陪そ驚8駁1：8【二言萎縮，二丁

両倶糧丸萎縮，陰嚢硬結

二二睾丸萎縮，陰嚢硬結
一一1

 6）第6一暑家兎（第6表参照）

 接種後15日目に左側睾丸炎，次いで両側睾丸炎を認

め，10週闇目頃より浦退し，臨床病1伏は正常に復し

た，ワ氏反応一般に低く3週間目より12週間目まで陽

性を示した．「コンゴー赤指数は3週間目から8週間

目まで機能低下を示していナニ．

［ 22 ］
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第6表：第6号家兎実験成績

経  過
コンゴP

1赤指数
1

ワ氏反応
臨 床 所 見

塞 丸 腫 長

田門前【48・3L三議題｝鼓1：劉
1一

w瀦「鯛           一‘陪1：簸｝：1’s’：葦i

そ の 他 所 見

一 ．．一 m一一m－nr 1

2 tt 1 so．o         ロ        コ

ー1   左4・5×1・6×1・8   右3・4×1・3×1・4
    ．

左側睾丸炎

3 m i 59．3 8陪§綴｝驚1：21醐執炎腱厳灘
 4   〃

 5   〃
  ロロ         ロ   

1 6  〃
1

 7  〃

i59・司

一［60’．b’一g

  8

          

 16 「    i

懐二二8x：毅1；9⊥醐塾塑墜鞄鞍骨

籍2駁｝鮫1討匪門田
一 一．一一一 1

｝6…い6i薯9：9：1：彗数li両日撒炎

｝64・・い6陪1：認：書姿1：書志翻睾丸炎

imS．一．！／一ite’・3 ］一．一16．i

－2列意い6陪§鮫｝澄｝引醐睾丸炎
               奢1：山山護王ぞπ執癬恵一『 10 ，， 1 50．3 16

薯書；撮影皇1呈匝墜丸面

 11 i！ 」 50．3
［一一一一一S一一一一一 一一一 一

 12 ，i 1 49．6

    8陪1：綴｝：1姿｝：lI

8躇1鮫｝鮫1：引
i3 a 1 so．o 一隣1：墨客｝：鮫｝：讐｝

14 ti 1 4g．s            左3・Ox1・2×1。1一   右3・3×1・1×1・1
15 ，， 1 50．0 一  1 肇｝§：8 姜 ｛：差 姜 i｝：占 1

 7）第7・1｝家兎（第7表参照）

章丸炎は接種後3週間目に現われ，10遍間目に消退

し浦一膳5～6週間を経て鼻骨隆起を認めた．ワ氏反応

は4週間後に陽転し，最後まで強陽惟を呈した・「コン

ゴー赤指数は第3～4週より上昇し，最高70・3なる値

を示し，急性症賦の浦退と共に正常に近づいて來た．

経  過
コンゴ・一

赤指数

第7表：第7号家兎実験成績
Ii一”

       臨
ワ氏反応

床  所    見

そ の 他 所

一一一一一一一一 @r@T

禦 丸 腫 青 汁｛u
接種劃48・・ 一様珪：舞菱｝ll姜｛：ll

P一一V’1’＝；，：”一一iTMi，il，T：li

I一．．． TT 7一．m ”． ：1 ．． r

I3 ，， 1 64．s
      l

蠣鶴148・・1一 奢1：言論｝：9実矧

1奢茸1葺姜1：畿1：勘

4“
｢憲一灘i灘矯騰奏一一一一一一 1

5／155・・18
6 列   70．3 i 16

．陰搬｝：瓢：別戸轍
幕籔｝：毅差響両側執炎

［ 23 ］
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7 〃｝64・51 64陪量＝8斐1激｝ill醐睾丸炎

8 〃155・・【64i22：頭：認：91醐睾丸炎

9 ti i 53．3 64陪§：認：§美1：引灘魏蓑消退

・・〃55・・［641鍵§：1：鼓1：11両倶撒炎融

11 t！ 5…i32陪1：8X：認：岩1
12 ，， 1 53，3 641籍§：三菱1：1：捌

13 ti 1 ss．o

14列52・・1

・5〃 es…い6 i趨姜1：？X：1－rJel骨嘘

32
@  1＿蓄i｝＿§二§⊥tny］一｝：言＿3乏一」1；8＿！

32 j1：糠1二k｝：引

 8）第8夢家兎（第8表参照）

 接種後14日目に両側睾丸炎を詔め，4～5週間軽度

の睾丸腫脹を詔めた，24日目頃下痢を起し，その妊め

か著しい体重減少を示し，8下痢は1～2日で停止した

が，体力恢復せず接種後73日目に死亡した，ワ氏反応

は21目目よむ陽性を示し死ぬまで弱陽性に終止した，

「コンゴー赤指数は學丸炎発現と時を同じくして高い

値を示し，下痢を起してから急激に上昇，著しい機能

低下を死ぬまで示していた．

第8表：第8号家兎実験成績

過  済
コンゴー
    1ワ氏反応
赤指数    1
    1             ，

臨 床 所 見

睾丸腫脹1 そ の 他 所 見

魚種前

傾御
，i．2 1 1嚢1：鮫1：談｛：引

48．0

2 ，i i 53．3

3 t， 1 s6．2

  1趨妾1：鼓1：引
            左4．Ox1．5xl，5一   右3．8x1．4×1．3  両側丁丁炎
               両側幽幽炎8 左4・0×1・5xl・5
  ．有4．2＿× 1一．5 × 王．3

4 〃155・318陪乏綴｛：1数ll醐靹炎
5 t1 1 7e．3 1 i6

6

7

tt
6s ．s 1 s

碧1驚｝鮫1：引両論燐下痢るいそ弓

薯§綴｝：鮫1：引両購燐肥冨写
，t i 72．0 8壌1駁1鮫i劇両側凱炎腿

8 tt
g t， i 6g．g 1

10 ii

1 6s．，

 71．0

  8雨蓋：毅1：鼓｝：｝1

  8懇書：認：IM：｝

P 8

i下痢，るいそう
1

陰1救1蔵1到るいそ5，接融73日目死亡

 9）第9号家兎（第9表参照）

 接種後14日目に左側睾丸炎，…欠いで両側睾丸炎を認

めたが，睾丸の腫膿も軽度で8週間後消退した．ワ氏

反応は14日目に陽転，84日同まで陽性を続けた，「コ

ンゴー赤指数は初期に梢ヒ機能プ〔進を示し，次いで梢

it減退，更に睾丸の病斌消退とZ詳縛して正常に復し

た，

［ 24 ］
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第9表：第9号家兎実験成績

経過ピン＝” 一

      idik指数
i’

ド

ワ氏反応
臨 床 見

睾 丸 腫 脹

接翻149・・一 Pゴ幕認：碁護｝：5－Mj

噸蕎i49・31－1籍§：認：蜜｝：引

そ の 他  所 見

2 tt 1 43．3 1 81奢1驚｝畷｝：8i左唄戯炎

3 1／
40．o 1

4 ，t 1 sl．3 ］

16             左側累丸炎

32 A珪綴｝激1創両側藪炎

左4・2×1．5x1．5
右4・Ox1・5xユ．5

・「6…132陪1：雛：8類：ll両僻燐陰嚢鞭

d

5

6 〃16・・3132陪1綴1：1類：91両倶鰍炎
7

8

〃！59・gi321奢2：1美1鮫｛：ll両倶鰍炎

9

〃｝5…132｝壼§：9糞1鮫1：引両但鰍炎
rl ss．s 1

i－oD． n 1 so－o i

81奢1驚｛：認：1圃鰍炎才腿
8際：81一幽｝：6：1：81

11 e［ 4s．6 1 s

12 ，， 1 sl．o

  屠§：肢1：綴1：81

81奢1：9美1：1斐6：ll

i3 ， 1 46．6 1

14 t／

15 11

48．7 l

l so．o 1

  陪1：9姿1：1美6：引

二  1 奢茎＝含 美 ｝：8 姜 乙：8 1

一一

@ 1 碧il：9 ζ＝ 量：8 菱 乙：6  ［

 10）第10号家兎（第10表参照）

 接種後21日目に左側睾丸炎，陰嚢俘腫を認めた，次

いで両側に睾丸炎現われ、4週間で消退した．ワ氏反

応は21日目に張陽性を呈し，以後最後まで張陽性を続

けた．「コンゴー赤指数は接種後1～2週間は軽度の

機能充進，次いで機能低下を示し，10週間目頃より漸

次正常に近づいた．

経  過
コンゴー

赤指数1

ワ販応！

第10表＝第10号家兎実験成績
1

       臨    床    所    見

累 丸 腫 脹 そ の 他 所 見

接種前｝50．0
1                    f

1 t一 Tt t一 t．．L．一 ．．． ．． ．．．．一一

蠣鶴［42・3i
li 2 ti

l一一一1 ． rr
 3 r， 1 43．3

！一様1：1姜｝：1姜1：引

⊥ヨニ⊥鎚銀｝i｝姜1創
i 40．o 1 一庵1：2M：1姜｝：剰

64 癇ﾔ1：畿1：11左面瓢子嚢繭
”’ P

4〃
P6…i・28「砦§：8菱ぞ：毅1：§

i 5 II

 6 t1

1 ss．3 1 12s
l」一 －a一． H－

i 53．3 i 128

両側睾丸炎，陰嚢浮腫

嬬妾π1蚕1鎖両鯉丸炎’

’」奢認ζll§誼芽湘睾丸炎

［ as ］
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7

8

9   fi

le tt

11

12

〃i56・61・28 r碧塁：9””一1：§委1：1両購丸炎

d55・5・28曙1：1委房倭i：ll細述腿
     
，59・81

【54・6｝

   左3．5x1・2 x 1・1，4 1
   右3．3 x l．3 × 1．0

32陪1：1委1：i姜1：1

     一一〃｝55・s132陪1：認二1’姜1：ll

  I＿＿卑下rrρ⊥翌⊥離駁鍵蓑｝：1⊥

  Ll芝＿〃⊥隅81．翌一一薩1：13」鋒1：2

  1・4〃151・3i3ヨ」碧1：認：8M：81

  ，・5〃｝5…1321奢1：認：9姿1：？1

 11）第U号家兎（第11表参照）           ’た・

 接種後14日目に両圓に畢丸炎現われ，睾丸軽度に腫

脹し，26日目頃より急激に体重減少し28日目に死亡し

F－t＋ 一t－tu 一t一一一1

一．一一ta－一L一一H＋一一一一一一一
v

一一F

  ワ氏反応は28日目に陽転し，「コソゴー赤指数は

上昇し，袴能低下を示した．

                第11表：第11号家兎実験成績

1錨撫寧嘉轟「監li亘一
隆懸ド劉⊥∬1≧LllllH叢蓬L融轍⊥一∬二

   3〃16…1一浩1驚1綴1：ll醐執炎
  i王！17細し露⊥醤薮直球懐ll直接醐琴宣』死亡”｝

 12）第12号家兎（第12表参照）          死亡した，ワ氏反応は28日目より陽性を呈し，「コソ

 接種後14日目に右側興丸炎，次いで両側睾丸炎を認   ゴー赤指数は第1週は機能充進，次いで漸次上昇し，

め，36日目より軽度の一F痢，るいそ5を詔め43日目に   機能低下を示した・

                第；12表：第12号家兎実験成績

1経過囲蝋一一壷一些て∵∴ゼ
接種前一 ｢8・31

爵禄44・31
    1 so．s

    1 s4．o 1

2 t1

3 tt

i赤指数1

     －

f 44．31 一

 ’gA g i ．

    1   一

  肇丸腫脹1
曙1：lx：鼓1：製
碧1：2姜1：1妻｝：1

懐1：1美｛：駁i：彗

「幕駁i二毅1：剥

右側睾丸炎

両側睾丸炎

4 t1

5 ft

6 t！

1 6i．O 1 i6

1 sg．s 1 32

i 60．o 1 32

1
浩誓驚1額｝：茎欄回そう，接綴4期死亡

悟1駁｝鮫1：§隠滅丸炎
 左3．3xL3x1．3 両側睾丸炎
 右3．5×1．5×1．g  下痢，る、・そ弓

［ 26 ］
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 13） 第13号家兎 （第13表参照）

 掻種後21日目に両側睾丸炎を認め，4～5遇間で浦

退し，それと前後して左眼に角膜実質炎を起して來

た．ワ氏反応は28日目に長陽し最後まで陽性を呈し，

「コンゴー赤指数は始め低く，第4～5週より高い値

を示し，第10週頃から正常に近似せる値を示した．

「 @ 一1＝ソゴー「
 経  過     1ワ氏反応
      i赤指数i

第13i爽：第13号家兎実験成績

i    臨  床

  睾 丸 腫 脹

所 見

晶一一一｝一 @闇一『一 1

そ の 他 所 見

接髄」5・・1「

鷲一瓢4・・3卜
2

3

4

5

6

7

r／

rt

Il

tl

fl

tt

s ti ． i g．o ・3 1

「9列6…［

 38．6   一
     

55・5「一壷衰：詔：1：一1：ll両側撫

ゆ到刎嚢葦：1美搬｝：葦L両倶徽炎
6・・。 P32獣9蔓｛鮫1二1両倶11身繕1

    コ  コ ゴ        ヒ リ

155・5132

 56．6【64
   一一1

     64

     321奢彗蟄1鮫矧左眼角白質炎

1奢1：1糞1：1姜1：lI

陰量：鮫｝ll－M：引

！薯珪：巷美｝：1姜｛：引

誌i｝鱗i徽魏＿縣
一廉雪踏｛糠1二6i左眼角藤質三

一引

 1

－i

   」璽＿〃⊥鯉Llr…陪1駁搬｝：引墨面子炎 一＿＿
   ・・〃151・3i・6落1驚1：9：1：li左眼角膜頬炎   ；
  「ゼル7「一鳳5…「・6r一幕ll董1｝：1雛「鯉鷺洲ll一…二［

  113〃，53・3i16膳1鍛1：8委｝：引子眼角際脳炎

  i蒸「〃■迦壮皇1一擁茎：経i；1一牡8逐麟矯⊥⊥「一一一一

  i翌〃一L撃8…一半奢讐：1：1：撮二1一陵礁畠田．一 」

 14）第14号家兎（第14表琴照）           陰性，「コンゴー赤指数は7日目より死ぬまで強い機

 接種後14H目に両側に強い睾丸炎を詔め，睾丸の腫  能低下を示した．

脹も著明で24日臼に死亡した，ワ氏反応は21日目まで

経  過

接麟i53・31

細細一召磯

        第14表：第14号家兎実験成績

瞬畷一揃∴ヂーそ∵∴冤
        i碧彗：5美｝：釜斐1：11

        陪§：2x：鼓1創

2 tt 73・41－1禁綴1：1菱1二讐両倶轍炎騰錨

即興弛二LE擁量：6 S：9美1烈四輪死亡

［ 27 ｝
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 15）第15号家兎（第15表参照）

 接種後21日目に両側睾丸炎現われ，2週間で浦退し

外見至く正常に復した．ワ民反応は28日目に陽転する

も77日目に陰回した，「コソr“ ”赤指数は全期間を通

じて大酒は見られなかった．

経  過

赤撒1

第15表：

   1
コソゴー1

   汐氏反応

接種前  48．0

鵬蕎149・ら

2列48・・｛

3列5…1
 4
1－L［

i5
1

6

第15号家兎実験成績

 臨    床    所    見

r， 1 s3・o l

tt 1 4g．s

，， 1 so．o 1

睾 丸 腫 脹

8

8

そ  の 他  所  見

陪1：ぎ委1：認：81

屠1：糠1：lM：ll
l＿一i奢｝彗＝圭婁3ミ 圭；li 菱 i｝；8－1一   一＿＿一一一一

 左4．Ox1．2x1・3s             両側睾丸炎 右3．8 × 1．3 × 1．4

屠珪：8姜｝蛮1：引両側執炎
1一髟盾風�黶p：8丁剛 墜⑳腿
i 葦葺§：蓋 1 ｛：：8 ；Σ ｝：：8 i

’L”

”i

7 tt 49・918陪§：8菱1：1姜｝：到

8 ff 1 48．0 i

g ti 1 51・O 1

・6 ?早F翻：1姜1：l1
16  1 菱芽萎：§ ζΣ 圭：塁 美 ｝：8 ：

lo ，， 1 sl．3 8 左3・0×1・0×1・e
右2・7×1・1×1・1

11

12

13

tl

rt

14

t1

1／

1 49．8 i

L一一sl．3 ．． I

l一，2．o ”1

49．9

8 ［奮1：§姜｝：認：♀i

左2・8×1・3×1・0
右2・8x1・2×1・0

’i

 左3・0×1・0×1・0
 右2．8x1．0×1．1
1 左3・Ox1。0×1．1
 右3・Ox1．0×1・0

・5〃 奄S8・81一籍1：9X：8美る：る

 16）対照家兎（第16表参照）

 16～18号家兎を対照として毎週槍査を行ったが，ワ

氏反応は何れも常に陰性で，「コンゴー赤指数は第16

表に示すが如く，各家兎とも何ら特異な変化は詔めら

れなかった，

第；16表：対1照家兎（16～18号家兎）

     のコンゴt一・・赤指数

｝＼家兎番号

墨池＼       16 一三 17 号                18 号

 第・週 50・oi48・95・．3
  2 ，t 1 4g．s 1 sl，o 1 sl．o

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

11

tt

t／

tl

tl

lt

lt

lt

tl

tl

tl

tl

tt

i51．O

i51．2

150．O
I

I48．8

 49．8

 51．O

150．G
148．o

Igl：1

151．3

 50．3

 51．3

1 so．o

d

 49．8
1 4s．s

 51，0

 50 ．O

 so．e
l 48．3

i 51 ．3

1

 50．0

 50．3

 49．8

1 47．6

1 so．3

53．1

se．e

49．8

51．3

49．8

50．3

50．3

51．0

51．0

51．3

51．3

49．8

50．0

 ゆ
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第4牽 総括並びに考按

 以上の実験を総括するに，15頭の梅毒ス」接

種家兎と3頭の対照家兎について臨床所見，フー

氏反応，「コンゴー一赤指数等を薄した所，先ず

臨床所見に誇いては睾丸炎が何れの家兎にも認

められ，その発現は接種後14～35日，亭均19．6

日で片側叉は両側睾丸の腫脹，配膳，浮腫等の

炎：東証欺を認め，4～6週聞で消暖し多くは外

見上iE常に復し，一部の家：兎睾丸は萎縮に撃つ

た．睾丸炎消退後陰嚢硬結を認めたもの3頭，

明らかに角膜実質炎を併発せるもの2頭接種

後105日に鼻骨隆起を認めたもの3頭を数え，

又1頭に91日目に鼻背脱毛を認めた．槍：査期聞

中に死亡せるものit 4頭であったが，そのうち

2頭は下痢を起し，そのためか卜い体重減少を

示したが他の2頭は睾丸炎を見たのみで死亡し

た．

 ソ氏反応は早期に死亡せる14琴家兎を除き，

他の14頭にすべて発現したが，その発現時期，

反亦の張さに：も多少の差が見られ，早いものは

14日，逞くも35日目に陽転し，潜伏期は李均

21，5Hであった．

 「コンゴPt赤指数は特異な変化を見なかった

もの1頭，睾丸炎の発現と前暑して機能低下せ

るもの1斗頭で，そのりち4頭は初期に機能充進

を示していた．特に死亡せる4頭は死ぬ前に強

い機能低下を示した．角膜実質炎その他の転移

を起せる例に輝いては1頭では低下，1頭は特

に変化を示さなかった．機能低下を示した14頭

のうち6頭は接種後70～84日よ1）正常に近づい

たが，これらば何れも睾丸の症歌浩退著明のも

のであった．

 以しの成績より考按するに，「コンゴー赤指

数よりR．E． S．機能を推測するに睾丸炎その

他の臨床所見の発現と時を同じくして強い機能

低下を認め，その消長は略ミ臨床症脚こ半行ず

ると考えられる．又氏反応の消長については，

その発現は睾丸炎の発生と略ミ李行ずるが，そ

の消退は必らすしも睾丸炎の外見症状に品行す

るとはいい難く，ただ本実験にお・いて鼻骨隆起

を認めた3頭は何れもエ氏反応の長期持続のも

のであった15）．

 「コンゴ・一・・赤指数と旦氏反応の闇には必らす

しも密接な関係は認められす，フ氏反応を以て

R．ES．機能の消長の示標となすのは不適当と

考えられる．

 なお対照3頭は何れも常に互氏反応陰性で，

「コン i’ ”一赤指数，臨床所見共tCZ何ら特異な変

化は認められなかった．

第5牽 結

 、L述の成績を結論すると

 （1）梅毒感染家兎におV・ては「コンゴー赤指

数より推測するに，R・ES．機能は睾：丸梅毒腫

の発現に略e平行して低下し，症1伏の浩邊と共

に正常に復帰する．

 （2）旦氏反応の潜伏期は『下畑215Hでその発

現期は睾丸炎発生と大略一一一致するが，その課長

は必らすしも睾丸の外見底心とは畢聾しない．

論

 （3）「コンゴP・赤指数はワ氏反応の癸護憲に

略ミー致して機能低下を示すが，その室長につ

いては両者の鰍こ必らすしも密接なる李行関係

は認められなかった．

 （4）実験中途にて死亡せる家兎においては，

何れも著しいR．E． S．機能の低下を認めた．

 終りに臨み，御懇篤なる御指導を恭恥し，御校閲の

労を執られた恩師谷教授に深謝致します，

［ 29 ］
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